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線
路
の
先
に
ト
ン
ネ
ル

が
見
え
る
。
ト
ン
ネ
ル
の

手
前
に
、
弘
明
寺
駅
。
折

し
も
下
り
電
車
が
到
着
し

た
と
こ
ろ
だ
。

　
遮
断
機
が
上
が
っ
て
沢

山
の
人
が
踏
切
を
渡
っ
て

い
る
。

　
弘
明
寺
駅
の
東
側
、
絵

で
左
側
に
弘
明
寺
が
あ
り
、

右
側
に
弘
明
寺
の
墓
地
が

あ
る
。
鉄
道
が
弘
明
寺
の

境
内
を
貫
い
て
い
る
。

　
一
九
三
〇
年
に
京
浜
急

行
の
前
身
、
湘
南
電
気
鉄

道
が
開
通
。
そ
の
時
、
駅

舎
を
寺
社
作
り
に
す
る
条

件
で
用
地
が
譲
ら
れ
た
そ

う
だ
。
そ
れ
で
お
寺
の

よ
う
な
風
情
の
あ
る
駅

舎
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
八
四
年
に
橋
上
駅
舎

に
改
築
さ
れ
、
昔
の
風
情

は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
手
前
の
道
路
は
平
戸
桜

木
町
線
、
通
称
六
ツ
川
街

道
。
昔
は
ず
っ
と
狭
か
っ

た
。
六
〇
年
前
は
、
平
戸

方
面
か
ら
牛
車
で
野
菜
を

売
り
に
来
て
い
た
そ
う
だ
。

弘
明
寺
駅
遠
景

横
浜
市
南
区

先
週
、
休
む
と
書
き
ま
し
た
が
、
来
週
休
み
ま
す
。

こ
の
予
定
も
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

深刻化する現代の貧困、都知事候補はどう応える？
　

二
七
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
は

「
深
刻
化
す
る
若
年
女
性

の
貧
困
」。
高
校
卒
業
後
、

非
正
規
の
仕
事
し
か
な
く

最
低
賃
金
ぎ
り
ぎ
り
。
働

く
女
性
の
三
分
の
一
が
年

収
一
一
四
万
円
未
満
。

　

こ
の
人
々
に
都
知
事
候

補
は
ど
う
答
え
る
の
か
？

舛
添
氏
は
東
京
を
特
区
に

　

東
京
が
特
区
と
な
る

と
、
企
業
側
の
都
合
で
解

雇
す
る
こ
と
が
自
由
に
。

超
勤
手
当
も
払
わ
ず
過
大

な
仕
事
を
押
し
つ
け
て

も
、文
句
を
云
え
ば
解
雇
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
経
営
者
は

ま
す
ま
す
元
気
に
。
し
か

し
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
低

賃
金
労
働
者
ば
か
り
に
な

る
と
、購
買
力
が
落
ち
て
、

景
気
は
悪
く
な
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
国

立
競
技
場
を
建
て
直
し
て

収
容
人
員
を
五
万
か
ら

八
万
に
拡
大
。
大
手
建
設

会
社
は
儲
か
る
だ
ろ
う

が
、
低
賃
金
の
庶
民
に
は

関
係
が
無
い
。

福
祉
切
り
捨
て
の
舛
添

　

舛
添
氏
は
厚
労
相
の

時
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
実
施
を
強
行
。
生
活

保
護
の
母
子
加
算
の
段
階

的
廃
止
を
始
め
た
。
要
す

る
に
力
を
入
れ
て
福
祉
を

切
り
捨
て
た
人
。

細
川
氏
は

　

反
原
発
は
云
う
が
、
佐

川
急
便
か
ら
の
「
一
億
円

疑
惑
」に
は
ほ
お
か
む
り
。

宇
都
宮
氏
は

　
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
規

制
し
、
最
賃
を
千
円
に
」

と
主
張
。
最
賃
が
上
が
れ

ば
労
働
者
の
賃
金
の
底
上

げ
が
図
れ
る
。
購
買
力
が

向
上
し
景
気
を
上
向
け
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


